
藤波ダムにおける小水力発電設備
導入可能性調査 

福岡県うきは市 



（１） 概 況 
      ・ 人  口    ３１，６４０人 （H22年国勢調査） 

     ・ 面  積   １１７．５５k㎡ 
      ・ 森林面積   ５９．０２k㎡ 
      ・ 主な産業   農林業（果樹生産が盛ん） 
 
（２） 特 徴 
  ○ 筑後川が東西に走り、南に耳納連山がそびえ、水と緑 
   豊かな環境  
  ○ その自然環境は国の水源の森・日本棚田・名水・疎水 
   といった日本百選の選定 
 
  ○ 江戸時代より宿場町として栄えた筑後吉井は白壁土蔵 
   造りの町並みが重要伝統的建造物群保存地区に選定 

約１時間圏内 

うきは市 

福岡市 

● 平成１７年３月に旧吉井町と旧浮羽町が 
    合併してうきは市が誕生 

つづら棚田 

  うきは市の概要 

北九州市 
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う き は 市 全 景  

耳納連山 

筑後平野 

筑後川 

  うきは市の概要 
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● 巨瀬川・隈上川・小塩川 
 耳納連山を水源とする水量豊かな河川 
 
    

● 大石堰・大石長野水道 
  「五庄屋」で有名な農業遺産。江戸時代に開
削され、筑後川の水を大石長野水道を通じて
農業用水に利用 
 
 

● 調音の滝・魚返りの滝・斧渕の滝 
 巨瀬川の上流にある三滝で、多くの観光客が
訪れる。「水源の森百選」に選定される 
 
 

● 小塩 ・ 栗木野 ・ 橋詰 発電所 
 戦前より九州電力が発電事業を行なう 
 
 

● 藤波ダム・合所ダム 
  ・ 藤波ダム 県営の治水ダム 
  ・ 合所ダム 国営の灌漑・上水道を目的とし 
                   た利水ダム 

藤波ダム 

合所ダム 

うきは市 

調音の滝 
魚返りの滝 
斧渕の滝 → ● 

●←小塩発電所【420kw】 

● ← 栗木野発電所【60kw】 

水力による再生可能エネルギー導入の可能性 

● ← 大石堰 

● ← 橋詰発電所【150kw】 

巨瀬川 

筑後川 

小塩川 

隈上川 

  うきは市の概要 
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              大石堰              大石・長野水道     吉井の街中を流れる水路 

吉井白壁の町並みと水路        藤波ダム         合所ダム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  うきは市の概要 
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棚田百選【つづら棚田】 

 水源の森百選【調音の滝】  名水百選【清水湧水】          疎水百選【大石用水】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古くから水に恵まれた地域 
 

水に関係する日本百選 

  うきは市の概要 
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  うきは市の概要 

６ 



  平成２４年度、福岡県が管理する治水ダムの放流水を活
用した小水力発電の可能性について調査を実施。 
    
   調査を実施した１２ダムのうち、４つのダムで採算が見込ま
れるとの結果。 

調査実施の契機 

  調査実施の契機 
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藤波ダム 

  平成２４年度福岡県調査の結果 
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  平成２４年度福岡県調査の結果 
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  水力による再生可能エネルギー導入の好機。 
 
   うきは市が事業主体となった県営藤波ダムの河川維持放
流水を活用した小水力発電事業の実現化に向けて、調査・
検証を計画。 
 
   ・ 再生可能エネルギー導入のシンボルとして事業化 
   ・ 再生可能エネルギーの普及促進 
   ・ 豊かな自然環境の保全を推進する本市のイメージアップ 
   ・ 九州北部豪雨災害からの復旧・復興のシンボル 

事業の目的・位置づけ 

  事業の目的・位置づけ 
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（単位：円） 

費 目 

事業に要した経費 補助対象経費 

金 額 金 額 説 明 

委託費 ４，９８７，５００ ４，９８７，５００ 
藤波ダム小水力発電可能
性調査委託費 

事業費 

事業の名称 

 藤波ダムにおける小水力発電設備導入の可能性調査 

  事業の名称、事業費 
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  １．先進地事例調査 

   ① 先進地に関する情報収集 
   ② 先進地の現地調査 【糸島市（瑞梅寺ダム）他】 

 ２．関係データの収集  

  ① 県調査データの収集 

 ３．事業化可能性調査 

  ① 事業費用・導入仕様の検討 
  ② 費用対効果の検証 

 ４．推進方策の検討 

  ① 導入推進体制の検討 

調査の内容 

  調査の内容 
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調査項目 H25 
10月 

 
11月 

 
12月 

H26 
1月 

 
2月 

 
3月 

事業提案書の提出(２次公募) ○ 

事業採択審査委員会      ○ 

採択通知及び交付申請      ○ 

交付決定通知 ○ 

調査の準備・整理 ○ 

調査委託業者の決定 ○ 

先進地事例調査 ○ 

関係データの収集 ○ 

事業化に関する可能性調査・検討 

推進方策の検討 ○ 

事業完了 ○ 

調査の行程 

  調査の行程 
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施設名  藤波ダム(うきは市浮羽町) 
 

水系     １級河川筑後川水系巨瀬川 
 

管理者  福岡県 
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流況 10年平均流量(m3/s)
最大 28.15
豊水 0.92
平水 0.47
低水 0.25
渇水 0.09
最小 0.04

※豊水流量（１年を通じて９５日はこれを下らない流量）

   平水流量（１年を通じて１８５日はこれを下らない流量）

   低水流量（１年を通じて２７５日はこれを下らない流量）

   渇水流量（１年を通じて３５５日はこれを下らない流量）

流況曲線 流況表 

  事業実施場所の概要 

事業実施場所の概要 
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ダムの水位と落差 

常時満水位 EL.123.0 m 

最低水位 EL.118.5 m 

放水位 EL. 82.5 m 

最大総落差 40.5ｍ 

最小総落差 36.0m 

最大有効落差 39.5m 

最小有効落差 35.0m 

  事業実施場所の概要 
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発電所計画位置 

取水設備 

洪水吐き 

放流設備 
ダム管理所 

  事業実施場所の概要 
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取水設備 

放流設備 

洪水吐き 減勢工末端 

  事業実施場所の概要 
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1 
2 

3 

上流案① 

中流案② 

下流案③ 

  事業費用・仕様の検討 

発電所位置の検討 
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導水管（既設） 

導水管（新設） 

発電所設置予定 

  事業費用・仕様の検討 
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発電所（水車・発電機） 

設置予定 

現在の放流口 

  事業費用・仕様の検討 
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発電所基本形状の検討 

  事業費用・仕様の検討 
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  事業費用・仕様の検討 
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導入設備等の概要 

設備の種類 
 

   水力発電設備 （横軸フランシス水車・誘導式発電機） 
 
発電設備の最大出力 
 

    １７０ｋｗ 

有効落差 

39.5m 

使用水量 

0.55m3/s 

  事業費用・仕様の検討 
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